


●
拡
充
の
内
容

　
支
給
対
象
年
齢
が
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
３
年
生

（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）ま
で
か
ら
小
学
校

６
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に

拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
法
改
正
の
た
め
に
対
象
に
な
っ
た
人
で
、
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
９
月
30
日
ま
で
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
公
務
員
の
場
合
は
、
職
場
で
の
手
続
き
と
な
り

　
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係

　
子
育
て
相
談
室
「
わ
ら
び
ぃ
」
、
保
育
士
が
常

駐
し
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
や
、
お
子
さ
ん
の

遊
び
の
ひ
ろ
ば
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
毎
週
水
、
木
、
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
昼
休
み

　
で
す
。

●
と
こ
ろ

　
わ
ら
び
ぃ
室
（
中
央
公
民
館
の
横
）

●
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
相
談
室
「
わ
ら
び
ぃ
」

　
☎
（
２
９
３
）
１
９
１
９

　
ま
た
は
　
健
康
対
策
係

　
遠
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
地
域
も
支
援
し
な
が
ら
育
て
て
い

こ
う
と
い
う
計
画
で
す
。

　
今
回
は
遠
賀
町
の
子
育
て
支
援
が

ど
う
進
ん
で
い
る
の
か
簡
単
に
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
町
内
の
２
つ
の
保
育
園

で
、
一
時
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。

一
時
保
育
は
保
護
者
の
用
事
や
病
気
、

育
児
疲
れ
な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も

を
預
か
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
昨
年
は

延
べ
約
280
人
の
子
ど
も
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。

　
親
子
で
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
体
験

す
る
「
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
を
、
働
く

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
日
曜
日
に
も

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
１

歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
（「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」）
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
就
学
前
の
幼

児
に
対
象
を
広
げ
（「
の
び
の
び
ひ

ろ
ば
」）、
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
遠
賀
町
で
は
５

歳
未
満
の
子
ど
も
が
乳
幼
児
医
療
を

受
け
ら
れ
た
り
、
各
種
教
室
が
行
わ

れ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

計
画
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
の
び
の
び
笑
顔
の
遠
賀
っ
子
プ

　
ラ
ン
」（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）、「
遠

　
賀
町
の
支
援
事
業
一
覧
」
は
遠
賀

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係



　　　年も、町内のボラ

ンティア団体「キャッツ

21」の皆さんから、昨年

行われた「納涼ビア祭り」

や、「遠賀得トク祭り」な

どの収益金の一部が遠賀

町へ寄付されました。

　「キャッツ21」の皆さん

は、清掃活動や精霊流しなど、町内でさまざまなボラン

ティア活動をしています。

　今回頂いた寄付金は、遠賀町をより住みやすいまちに

するために有効に利用させていただきます。

　「キャッツ21」の皆さん、ありがとうございました。

　　　月19日から４回に渡って行われた「犬のしつけ方教室」、取材に訪れ

た５月26日は２回目の教室が行われていました。当日は11組の愛犬家の皆

さんが、愛犬を連れて教室に参加していました。

　教室では、犬と一緒に歩くことから始まり、「お座り」、「伏せ」など犬の

しつけについて、基本的なことからスタートします。飼い主の皆さんは、

愛犬たちにきちんとしつけをしようと悪戦苦闘していました。

　しつけのポイントは、きちんとできた時は、しっかり褒めることです。

褒めることで犬たちは、これをすれば褒められたり、ご褒美がもらえると

理解して、次からきちんと行動するようになるそうです。

　愛犬のしつけに困っている人は、一度参加してみてはいかがですか？

　　　折、小雨のぱらつく５月28日、町内の各小学校で運動会が

行われました。

　取材に訪れた島門小学校でも児童たちが、これまでの練習の

成果を会場に来ていた保護者の皆さんに披露していました。

　左の写真の競技は５年生の競遊「島小ローハイド」。騎馬状態

になった児童たちが、ひものついたボールで台の上に置かれた

的を落として帰って来る競技です。児童たちは、カウボーイさな

がらの腕前で、的にめがけてボールを投げていました。

　運動会では、他にも綱引きや二人三脚、たま入れなど様々な競技が

行われました。一生懸命に競技に参加する児童たちに、会場からは熱

い声援が送られていました。

　この日の運動会は、１年生にとっては初めての、そして６年生にと

っては小学校生活最後の運動会。それぞれ思い出に残るものになっ

たのではないでしょうか。



　　　権擁護委員としての長年の活動が評価され、植村隆雄さん（芙蓉）

に福岡法務局長から５月26日、感謝状が贈られました。

　遠賀町では、人権意識の高揚や、人権にかかわる相談事業を行うため植村隆雄さん、

内藤正道さん、織田百代さんの３人の皆さんが、人権擁護委員として活動しています。

　今年も子どもたちの人権教育啓発事業や毎月の人権相談、その他各種特設相談な

どを行っています。

　植村隆雄さんは、「人権擁護委員になって８年が経ちました。これを励みに役場の

人権係の皆さんとともに、少しでも人権意識の高揚に努めたいと思います。」と感想

を言ってくれました。

　これからも、遠賀町の皆さんの相談役としてがんばってください。

　　　月14日から16日までの３日間、浅木小学校の児童が、「ごみ拾い運動」

を行いました。

　この「ごみ拾い運動」は、浅木小学校の環境委員の児童たちが中心になって、

自分たちの校区をきれいにしようと、児童たちが自主的に始めた活動です。

　児童たちは、朝の通学時に家から学

校までの通学路に落ちているごみを、

学年ごとに分担を決めることで、きち

んと分別しながら拾っていました。

　通学路には、拾ったごみを入れた袋

を片手に、児童たちが元気いっぱい登

校していました。

　子どもたちも、町をきれいにするた

めにがんばっています。私たちも負けられませんね。

　　　部保育園で、５月30日に豆煮が行われました。当日は、

南部保育園の園児やひまわりクラブの幼児たちだけでなく、遠

賀園や静光園、グループホーム「きもりの家」とデイサービス「き

もりの里」の皆さんも参加して、園内に栽培していたおたふく

豆を収穫しました。

　畑で大きく育ったおたふく豆を収穫した幼児たちは、小さい手

で一生懸命、豆の皮をむいていました。お年寄りの皆さんも幼児たち

と一緒に、楽しみながらおたふく豆の皮むきをしていると自然と笑

みがこぼれていました。

　皮をむき終えた後は、試食会です。豆を煮ている間、幼児はお年寄

りたちと歌や手遊びをして楽しんでいました。豆が煮えるとみんなで、

あつあつのおたふく豆をおいしそうに食べていました。

　今回の豆煮会、幼児もお年寄りの皆さんも、とても楽しい時間

を過ごすことができたようです。



　　　年最初の通学合宿が、6月11日から17日までの1週間

行われました。取材に訪れた15日の夜のつどいの前には、

保健師が歯磨き指導を行いました。

　夕食を食べた後、歯磨きを済ませた児童たちですが、歯

垢の残りを検査する染め出し液を歯に塗ると、歯垢がまだ

まだ残っていました。保健師から、歯を磨かないとどうな

るか、虫歯や歯肉炎の影響などを、わかりやすく説明され

た後は、正しい歯の磨き方の練習です。児童たちは歯の模

型を使っての説明を受けながら、自分たちの歯の磨き方を

見つめ直していました。

　歯は大切なものです。今からきちんと手入れをしましょ

うね。

　　　際協力機構（ＪＩＣＡ）の青年海外協力隊員として、２年間バヌアツに赴

任する田代香子さん（芙蓉）が６月16日、木村町長を表敬訪問しました。青年

海外協力隊はアジア、アフリカ、中近東などの発展途上国で隊員の技能を生かし、

国づくりに協力するものです。

　今回、田代香子さんは現地の教員養成所で、音楽を指導できる教員の育成に協

力しながら、教科書の作成や、小学校での授業も行います。高校生の時から青年

海外協力隊に興味があり、世界を自分の目で見てみたいという思いを持ち続けて

いた田代香子さんは、「まだ、音楽の普及していないバヌアツでコンサートやリサ

イタルを開いたり、自分で作曲もしてみたいです。」と熱い思いを語ってくれました。

　これに対し木村町長は、「健康に気をつけ、

バヌアツでの２年間、存分に力を発揮してく

ださい。そして、戻られた時は子どもたちに

夢や希望を与えられるよう、たくさんのお話

を聞かせてください。」と激励しました。

　田代香子さん、２年間のバヌアツでの活動、

応援しています。

　　　賀南中学校の３年生が、６月14日に南部保育園で保育実習を行いました。

この日の保育実習では、園児たちとじゃが芋掘りを行っていました。園児たち

は自分たちが掘ったじゃが芋を、中学生たちに自慢げ

に見せていました。

　じゃが芋掘りが終わると、外でのお遊戯が始まりま

した。じゃが芋掘りですっかり意気投合したのか、あ

ちこちから園児たちの、「お兄ちゃん、お姉ちゃん一緒

に遊んで！」とおねだりする声と笑い声が聞こえてき

ました。中学生たちは、汗をいっぱいかきながら園児

たちと遊ぶことで、子どもとの接し方を学んでいました。

　保育実習が終わると園児からは「また来てね～。」と、

一言でその日の成果がわかる言葉が、中学生たちに送

られていました。中学生も園児も、本当にいい表情をしていましたよ。



　　　渡小学校のプール開きが、６月19日に行われました。

この日は、全校生徒に先駆けて、６年生が今年初のプールでの

授業に挑みました。

　準備運動を終わらせた児童たちは、水に慣れることから始ま

り、プールに沈められた色の付いたおもりを、宝物に見立てて

拾ってくる“宝探し”などをしていました。　

　また、今年の目標にする距離の参考にするため、一人一人自

分の泳げる距離を泳ぐ授業になると、

さすがは 6年生です。顔つきも真

剣になり、一生懸命泳いでいました。

　この日の授業は短い時間でしたが、

児童たちはプールでの授業を楽し

んでいました。

　　　雨の合間の晴天となった6月21日、浅木小学校の5年生の児童たちが田植え

を行いました。

　初めて田植えを体験する児童が多く、田んぼに入ると「ヌルヌルして気持ちが悪

い。」と田んぼの感触を嫌がっていました。しかし、いざ田植えが始まると、「何本植

えた？」と、楽しみながら苗を植えていました。

　田植えの指導に来ていた岩崎公彦さんは、

「苗を植えるのも早いし、今年の生徒は上

手ですよ。」と児童たちに感心していました。

　今回植えた苗はもち米で、収穫後はみ

んなで餅つきをして食べるそうです。み

んなでがんばって植えた苗ですから、秋

にはたわわに実ったお米をたくさん収穫

できることでしょう。



　今年は、講演会のほかに強調月間後半の催しとして、

ビデオ上映会を行うことにしました。同和問題を正しく

理解し、差別や偏見のない明るい遠賀町とするためにも、

多くの皆さんにご覧いただきたいと思います。

●と　き　７月18日（火）～28日（金）

　①午前10時～、②午後１時～、③午後２時30分～、

　④午後４時～（一日４回上映）

※各施設の閉庁日、休館日を除きます。

●ところ

　役場玄関前ロビー、遠賀町中央公民館、ふれあいの里

センター

●内　容

　「ヒューマン博士と考えよう～差別から人権の確立へ～」

※この作品は、差別された人びとの歴史と暮らしに焦点

　を当てながら、私たちの歴史の中でつくられた偏見や

　差別の解消につなげていくことを目的に作成されました。

●問い合わせ　人権係

　
６
月
４
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
地
区
公
民
館
対
抗
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
　
勝
　
緑
光
苑

　
準
優
勝
　
遠
賀
川

　
３
　
位
　
東
和
苑

　
６
月
４
日
、
芦
屋
町
武
道
場
で
、
遠

賀
、
芦
屋
、
岡
垣
、
則
松
、
中
間
の
少

年
柔
道
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
、
芦
屋
町

少
年
柔
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
遠
賀
町
民
の
み

■
幼
少
の
部

　
優
　
勝
　
中
西
　
一
生

■
５
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
松
田
　
征
也

■
６
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
松
本
　
　
涼

　
準
優
勝
　
森
永
　
康
介





絵本の読み聞かせ

●と　き　７月15日、22日、29日、８月５日

　　　　　（毎週土曜日）　午後２時30分～

●ところ　お話の部屋

※読書ボランティアの人や図書館員がお話をします。

　夏休みお楽しみ企画を紹介するよ。

パネルシアターの劇団『ＤＡＮパネ団』公演

●と　き　8月20日（日）　午前11時～正午

●ところ　遠賀町立図書館　多目的室

●対　象　幼児から小学生低学年までの児童とその保護者

●定　員　100人（先着）

※整理券の配布は7月29日（土）午前10時からです。

　（１人３枚まで）

●費　用　無料

●その他　託児はありません

　
あ
る
雑
誌
を
見
て
い
た
ら
、
大
変
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
ひ
と
り
言
に
書
い
て
み

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
、風
船

に
手
紙
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、大

空
に
飛
ば
し
た
こ
と
や
、見
知
ら
ぬ
友

人
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、ビ
ン
に

詰
め
て
海
や
川
に
流
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
夢
や
期
待
が
こ
も
っ
た
、

心
温
ま
る
話
で
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち

に
夢
を
持
た
せ
る
、大
変
良
い
話
で
す
。

　
し
か
し
、
昨
日
読
ん
だ
雑
誌
に
は
、

こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
流
れ
着
い

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
返
事
に
は
、「
そ
ん
な

こ
と
で
海
を
汚
す
な
！
」、「
自
然
を
壊

す
な
！
」
と
書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
、「
寂
し
い
話
だ
な
ー
。」と
思
い
ま

し
た
。
で
も
一
方
で
は
、
自
然
環
境
を

守
る
こ
と
も
、
大
切
な
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
う
お
感
じ
に

な
り
ま
す
か
？

　
私
た
ち
は
、こ
の
現
代
社
会
の
中
で

生
き
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
夢
を

持
た
せ
る
こ
と
も
、自
然
を
守
る
こ
と

も
両
方
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。で
も
、考
え
方

は
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
が
、ど
ち
ら
か

を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、あ

な
た
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？

　

ー 

木
村
　
隆
治

花村  　萬月　著

竹内  　一郎　著

平松  　茂雄　著

大竹  しのぶ　著

林　  真理子　著

愛は、むずかしい

人は見た目が９割

中国は日本を併合する

私一人

オーラの条件



　
ア
ジ
ア
各
地
域
を
勝
ち
抜
い
た

19
歳
以
下
の
ト
ッ
プ
選
手
が
集
い
、

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
の
予
選
を

兼
ね
た
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

●
と
き

　
７
月
25
日（
火
）〜
30
日（
日
）

●
と
こ
ろ

　
北
九
州
市
立
総
合
体
育
館
（
八

　
幡
東
区
八
王
寺
町
）

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

　
大
会
期
間
中
は
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
と

　
Ｊ
Ｒ
八
幡
駅
か
ら
会
場
ま
で
の

　
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し

　
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権

　
２
０
０
６
北
九
州
市
大
会
実
行

　
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
３（
５
８
２
）３
２
１
２

●と　き　７月22日（土）

　　　　　午後５時30分～８時30分

●ところ　遠賀町 役場南側駐車場

※変更になっていますのでご注意ください。

●内容

　▽夜店・屋台村

　　名産品、カレー、かき氷、生ビールなど盛りだくさん！

　▽カラオケ大会

　　選び抜かれた歌の申し子たちが自慢の美声を披露します！

　▽本多綾乃歌謡ショー

　　遠賀町出身で「ＮＨＫのど自慢大会」チャンピオンに輝いた

　　本多綾乃さんの歌謡ショーです！

●主催　遠賀町商工会　ふれあいの夕べ実行委員会

●後援　遠賀町

　
18
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き

ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
是
非
こ
の
機
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　
８
月
９
日（
水
）か
ら
23
日（
水
）ま
で

　
の
毎
週
水
・
金
曜
日
（
全
５
回
）

　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
　

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
町
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以
上
の
人

　
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

　
る
人

●
定
員
　
16
人

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

　
ま
す
。

●
内
容

　
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
費
用

　
2,

0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
・
Ｆ
Ｄ

　
代
含
む
）

●
締
め
切
り

　
７
月
28
日（
金
）（
必
着
）

　
太
極
拳
の
講
座
を

開
き
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
健
身
の

た
め
に
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
と
き

　
８
月
10
日（
木
）、
24
日（
木
）、
９
月

　
７
日（
木
）、
14
日（
木
）、
21
日（
木
）、

　
28
日（
木
）（
全
６
回
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

●
対
象

　
町
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
25
人

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

　
ま
す
。

●
内
容

　
呼
吸
、
筋
肉
お
よ
び
骨
格
関
節
の
バ

　
ラ
ン
ス
を
養
う

●
費
用
　
無
料

●
締
め
切
り

　
７
月
25
日（
火
）（
必
着
）

●
申
し
込
み
方
法

　
往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い※
往
信
用
は
が
き
の
裏
に
は
住
所
・
氏

　
名
（
フ
リ
ガ
ナ
も
記
入
）
・
年
齢
・

　
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
お
よ
び
「
パ

　
ソ
コ
ン
教
室
希
望
」
ま
た
は
「
太
極

　
拳
講
座
希
望
」
と
朱
書
し
て
く
だ
さ

　
い
。
返
信
用
は
が
き
に
は
、
必
ず
表

　
に
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
８
１
１
l
４
３
９
２

　
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
５
１
３
番
地

　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室

　
☎
（
２
９
３
）
１
３
５
５



　　
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
９
月
７
日（
木
）、
８
日（
金
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

●
対
象

　
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る
事
業
所
の
関
係
者

　
ま
た
は
、
業
務
上
防
火
管
理
の
知
識
が
必
要

　
な
人

●
定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

●
費
用
　
５，

０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

●
申
し
込
み
期
間

　
７
月
31
日（
月
）〜
８
月
31
日（
木
）

　
詳
し
く
は
受
講
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
受
講
案
内
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
で

　
配
布
し
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
４
日（
月
）〜
11
月
１
日（
水
）

●
対
象

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

　
で
、
危
険
物
の
取
扱
業
に
従
事
し
て
い
て
次

　
に
該
当
す
る
人

　
▽
前
回
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内
の

　
　
人

　
▽
新
た
に
、
ま
た
は
再
び
従
事
す
る
こ
と
に

　
　
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
の
人

　
▽
新
た
に
、
ま
た
は
再
び
従
事
す
る
人
で
、

　
　
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付
ま
た
は
受

　
　
講
し
て
３
年
以
内
の
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
郡
消
防
本
部

　
☎
（
２
９
３
）
８
１
２
５

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、「
福
岡
県

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
習
会
」
を
実
施
し

ま
す
。

※
申
込
書
は
役
場
福
祉
課
民
生
児
童
係
で
も
配
布

　
し
て
い
ま
す
。

●
と
き

　
９
月
１
日（
金
）〜
12
月
12
日（
火
）（
全
21
回
）

※
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）

●
内
容

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
を
実
施
し
、
必
要

　
な
知
識
と
技
能
を
修
得
す
る

●
対
象

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

　
▽
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の
人

　
▽
母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求

　
　
職
登
録
し
て
い
る
人

　
▽
全
日
程
受
講
で
き
る
人

●
費
用
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て
１
０，

０
０
０
円
程

　
度
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
健
康
診
断
に
つ
い
て
個
人
負
担
が
あ
り

　
ま
す
。

●
定
員
　
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
。

●
締
め
切
り
　
８
月
１
日（
火
）（
必
着
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
　
母
子
家
庭
等

　
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
９
３
１

●
と
き

　
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
講
座
）

　
　
８
月
３
日（
木
）、
17
日（
木
）、
24
日（
木
）

　
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
▽
能
楽
入
門
講
座
（
発
表
会
・
実
演
解
説
）

　
　
８
月
26
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
大
濠
公
園
能
楽
堂
（
中
央
区
大
濠
公
園
）

●
対
象
　
能
楽
を
体
験
し
た
い
人

●
定
員

　
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
、
仕
舞
、
狂
言
、

　
　
謡
の
７
コ
ー
ス
各
20
人
程
度
（
先
着
順
）

　
▽
発
表
会
・
実
演
解
説
鑑
賞

　
　
450
人
（
先
着
順
）

●
費
用

　
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
３
日
間
）

　
　
３，

０
０
０
円

　
▽
発
表
会
・
実
演
解
説
鑑
賞
参
加

　
　
大
　
人
　
２，

０
０
０
円

　
　
子
ど
も
　
１，

０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
人
数

　
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
希
望
コ
ー
ス
を
第
３
希

　
望
ま
で
記
入
、
鑑
賞
は
「
鑑
賞
希
望
」
と
明
記

　
し
て
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
８
１
２
l
８
５
７
７

　
福
岡
県
生
活
労
働
部
生
活
文
化
課

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３
３
８
２

　
℻
０
９
２
（
６
４
３
）
３
３
８
４

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.sh

in
sei.p

ref.fu
k

u
o
k

a.lg
.jp

　
E
メ
ー
ル

seik
atsu

@
p

ref.fu
k

u
o

k
a.lg

.jp

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
で
は
、「
パ
ソ
コ
ン

資
格(M

O
S

ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
　E

X
C

E
L

2
0

0
3

)

取
得
講
習
会
」
を
実
施
し

ま
す
。

※
申
込
書
は
役
場
福
祉
課

　
民
生
児
童
係
で
も
配
布

　
し
て
い
ま
す

●
と
き

　
９
月
５
日（
火
）か
ら
22
日（
金
）ま
で
の
毎
週

　
火
曜
か
ら
金
曜
日
　

※
９
月
19
日（
火
）は
休
講
で
す
。

●
と
こ
ろ

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）

●
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
と
技
能
を
修
得
す
る

●
対
象

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

　
▽
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の
人

　
▽
母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
　
求
職
登
録
し
て
い
る
人

●
費
用
　
無
料

※
た
だ
し
検
定
料
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
と
し
て

　
１
５，
０
０
０
円
程
度
必
要
で
す
。

●
定
員
　
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
。

●
締
め
切
り
　
８
月
１
日（
火
）（
必
着
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
　
母
子
家
庭

　
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
９
３
１



●と　　き　９月３日（日）

●と　こ　ろ　九州大学文系キャンパス講義棟（東区箱崎）

●募集人数　行政職５人程度

●給　　与

　256,000円程度（年齢30歳で職務経験８年の場合）

●対　　象

　以下の条件をすべて満たす人

　▽昭和46年４月２日から昭和52年４月１日まで

　　に生まれた人で、民間企業などでの職務経験

　　が５年以上ある人（平成18年６月末現在）

　※６か月以上継続して働いていた期間が該当します。

　※公務員や在学中のアルバイトは該当しません。

　▽次のいずれかに該当しない人

　　・日本国籍を有しない人

　　・地方公務員法第16条に該当する人

　　・現に福岡県職員（臨時的任用職員を除く）の人

●受付期間　７月24日（月）～８月４日（金）

　※インターネットでの受付期間は８月１日（火）までです。

●申し込み・問い合わせ

　〒812－8577

　　福岡市博多区東公園７ー７

　　福岡県人事委員会事務局任用課

　　ＴＥＬ　０９２（６４３）３９５６

　　http://www.pref.fukuoka.lg.jp/

●と　　き　９月17日（日）　午前10時～
●と　こ　ろ　九州共立大学（八幡西区自由ヶ丘）
●募集人数　一般事務職員　１人程度
●給　　与
　▽高校卒　142,000円程度（その他手当も支給されます）
　※年齢、職歴により加算されます。
●試験内容　教養試験、適性試験　
●対　　象　
　▽昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生ま
　　れた人で地方公務員法第16条に該当しない人
　※なお、日本国籍を有しない人で、永住が認められてい
　　る人（在留の資格が、「永住者」または「特別永住者」
　　の人）および採用予定日（平成19年４月１日予定）ま
　　でに、永住が認められる見込みのある人は受験できます。
●申込書の配布開始日
　７月10日（月）
●受付期間
　８月１日（火）～８月15日（火）（必着）
　午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日は休み）
●受験手続
　　申込用紙（遠賀・中間地域広域行政事務組合総務課
　庶務係で交付）に必要事項を記入し、受付期間内に提
　出してください。
●申し込み・問い合わせ
　〒811-4303
　　遠賀郡遠賀町大字今古賀６０３－１
　　遠賀・中間地域広域行政事務組合　総務課庶務係
　　ＴＥＬ　（２９３）３５８１

●とき・ところ

　▽７月13日（木）　午後５時～７時

　　中間ハーモニーホール（中間市蓮花寺）

　▽７月18日（火）　午後４時～７時

　　岡垣東部公民館（岡垣町東松原）

　▽７月19日（水）　午後４時～７時

　　芦屋中央公民館（芦屋町中ノ浜）

　▽７月20日（木）　午後４時～７時

　　遠賀コミュニティセンター

　▽７月21日（金）　午後４時～７時

　　水巻町中央公民館（水巻町頃末北）

　※説明は、時間内に随時行っています。

●種目・対象

●問い合わせ

　芦屋募集事務所（芦屋基地内）

　ＴＥＬ　０９３（２２３）０９８１



　平成16年度から開始している不妊治療費の助成について、

平成18年４月１日から助成の期間が連続２年度から、通算５

年度へ延長されました。

　また凍結卵・胚による体外受精、顕微授精も対象治療に認

められることになりました（ただし、凍結保存料は助成の対

象外です）。

※詳しい内容は、直接お問い合わせください。

●対象

　次の条件をすべて満たしている人

　▽福岡県内（北九州市・福岡市を除く）に住んでいる夫婦

　▽夫と妻の、前年の合計所得金額が650万未満の人

●助成内容

　福岡県の指定医療機関で治療を受けた人に対して、治療費

の一部助成（１年度の上限額は10万円）を行います

●申し込み・問い合わせ

　遠賀保健福祉環境事務所

　保健福祉課　高齢者・児童家庭係

　☎０９３（２０１）４１６２

　遠賀町では、子ども一人につき一度かぎりで、チャイルドシ

ートを購入した場合に、上限5,000円の補助金を出していま

した。

　しかし、チャイルドシートの制度が十分普及してきたこと、

また、チャイルドシートの費用も低価格化してきたことなど

の観点から、今年度限りでチャイルドシート購入費補助金の

制度を終了することになりました。

　なお、チャイルドシートを購入した人は、早めに申請して

ください。

　皆さんのご理解をよろしくお願いします。

●問い合わせ　民生児童係

地　区 と　　き と　こ　ろ 申　込　期　間 �定　員

北九州
筑　豊

小倉興産ＫＭＭビル
（小倉北区浅野）

100人

福　岡
筑　後

看護等研究研修センター
（中央区赤坂）

９月11日（月）
～15日（金）

８月1日（火）
～25日（金）

10月23日（月）
～27日（金）

9月19日（火）
～10月4日（水） 50人

　福岡県と看護協会では、看護職員の就業促進を図るため、保健師、助産師、看護師、准看護

師の資格を持っていて、現在看護の現場を離れている人を対象に、新しい医療や看護に関する

講習会を下記の日程で開催します。

　５日間のうち、講義が３日間、実習が２日間あります。受講料は無料です。

　再就職または復職を予定している人は、この機会に是非参加ください。

●申し込み・問い合わせ

　福岡県ナースセンター

　☎０９２（７１４）５２０３



●
と
き
　
７
月
18
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
に
よ
る
育
児
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　　
弱
っ
た
乳
歯
を
早
め
に
見
つ
け
て
、

歯
み
が
き
や
お
や
つ
の
工
夫
な
ど
で
、

元
気
な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
７
月
25
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

▽
初
回
の
人

　
平
成
16
年
４
月
か
ら
６
月
生
ま
れ
の

　
幼
児（
２
歳
１
ヶ
月
〜
２
歳
３
ヶ
月
）

※
前
回
欠
席
者
と
２
回
目
以
降
の
人
は

　
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
内
容

　
歯
科
集
団
指
導
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ

　
素
塗
布（
希
望
者
）、
育
児
相
談（
希

　
望
者
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、
問
診
票
、

　
歯
ブ
ラ
シ
（
フ
ッ
素
塗
布
が
２
回
目

　
以
降
の
人
の
み
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
夏
休
み
は
親
子
で
、
そ
ば
打
ち
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

　
８
月
５
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
め
ん
工
房

●
定
員

　
小
・
中
学
生
の
親
子
10
組

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

●
費
用
　
１
組
8
0
0
円
（
材
料
費
）

●
締
め
切
り
　
７
月
27
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室

　
☎
（
２
９
３
）
１
３
５
５

　
岡
垣
町
に
夏
の
新
し
い
ま
つ
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
手
作
り
灯
篭
が
、
海
老
津
を
流
れ
る

矢
矧
川
を
彩
り
ま
す
。
岡
垣
町
情
報
プ

ラ
ザ
人
の
駅
や
周
辺
の
商
店
街
で
は
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
７
月
29
日(

土)

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

●
と
こ
ろ

　
▽
岡
垣
町
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
（
岡

　
　
垣
町
海
老
津
駅
前
）

　
▽
海
老
津
駅
周
辺
商
店
街

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
岡
垣
町
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

　
☎
０
９
３
（
２
８
１
）
２
０
０
５

ま
た
は

　
▽
岡
垣
町
商
工
会

　
☎
０
９
３
（
２
８
２
）
０
２
９
４

　子どもの言語面や行動面などに

悩みを持っている保護者や、関係

機関の職員の皆さんを対象に、教

育相談を実施しています。

●とき

　▽受付・電話相談

　　毎週月曜～金曜日

　　午前９時～午後５時

　▽面接相談

　　毎週火曜、水曜、木曜日

　　午後１時30分～２時30分

●ところ

　福岡県立北筑前養護学校（古賀

市千鳥）

●対象

　▽乳幼児および児童生徒と保護者

　▽保育園、学校など関係機関の職員

●問い合わせ

　福岡県立北筑前養護学校

　☎０９２（９４３）８６７４



●と　き　９月17日(日)

●ところ　九州共立大学（八幡西区自由ヶ丘）

●採用予定人数および対象

　▽一般事務職　１人程度

　　昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生ま

　　れた人

　▽保健師　１人程度

　　昭和51年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許（平

　　成19年４月１日までに免許取得見込者を含む）を有

　　する人

※地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。

●初任給　

　▽高校卒　138,400円程度

　▽短大卒　148,000円程度

　▽大学卒　159,700円程度

※学歴、経験年数により調整を行います。

●試験内容（第１次試験）

　①教養試験

　　高等学校卒業程度の一般的な知識および知能

　②適性検査

　　事務作業能力と職場での適性などの心理学的検査

　③専門試験（保健師のみ実施）

　　保健師として必要な専門知識

●申込書の配布および受付期間

　７月10日（月）～８月10日（木）

　午前８時30分～午後５時15分（土日、祝日は休み）

※郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請

　求」と朱書し、返信用封筒（角２号封筒・Ａ４版サイズ）

　に住所・氏名を明記し140円切手を貼ったものを同封し

　てください。

●提出書類

　①採用試験申込書　１通

　　必要事項を記入し、写真２枚(たて６㎝×よこ4.5㎝)

　　を所定の位置に貼付してください

　②保健師免許証の写し（保健師のみ）

　　在学中の人は卒業見込証明書および成績証明書が必

　　要です

※郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込」と朱書し、

　返信用封筒（長３・通常書簡用）に住所・氏名を明記

　し430円切手を貼ったものを同封して、書留郵便で送っ

　てください。

●締め切り　８月10日（木）

※ただし、郵送の場合は８月８日（火）の消印まで受け付けます。

●その他　第２次試験は10月下旬を予定しています

●申し込み・問い合せ先

　〒811‐4392　遠賀町大字今古賀513番地

　遠賀町役場　総務課　人事係

　☎（２９３）１２３４
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取
材
に
行
っ
て
い
る
と
、
「
子
ど

も
の
笑
顔
は
や
っ
ぱ
り
良
い
！
」
と

改
め
て
感
じ
ま
す
。
町
内
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
取
材

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
っ
て
い
る
写
真
を
撮
っ
て
い
る

時
が
一
番
楽
し
い
で
す
。

　
で
も
最
近
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
就
学
前
の
幼

児
の
健
診
な
ど
の
取
材
に
行
く
と
、

幼
児
た
ち
が
、
私
の
顔
を
見
て
泣
い

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
正

直
、
シ
ョ
ッ
ク
で
す
よ
ね
。
そ
ん
な

に
怖
い
顔
な
ん
で
し
ょ
う
か
…

　
最
近
で
は
、
幼
児
と
目
が
合
っ
た

ら
、「
ま
た
泣
か
れ
る
の
で
は
…
」

と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
写
真
を
撮

っ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
の
み
ん
な
、
写
真
を
撮
っ
て

い
る
と
き
は
、
顔
は
カ
メ
ラ
で
隠
れ

て
る
か
ら
（
は
み
出
て
ま
す
が
）
、

笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
ち
ょ
う
だ
い
ね
。

（
も
り
）

　検察審査会は、検察官が犯罪を裁判にかけなかった場合に

「犯罪を犯したのに処罰されないのは納得できない。調べな

おしてほしい。」といった申し立てを審査するところです。あ

なたの周りに交通事故などの被害で悩んでいる人はいませ

んか。検察審査会への申し立てを考えてみてはいかがでしょ

うか。

　秘密は固く守られ、費用は無料です。

●問い合わせ

　小倉検察審査会事務局　

　☎０９３（５６１）３４３１


